
 
 
 
 
 
 

武蔵野市との交流５０周年を担う子供たち 
              ５・６年担任・教務主任 腰本 真希子 

 

 １学期の始めから、総合的な学習の時間で武蔵野市との交流について学習や準備を進めてき

た子供たち。たくさんの方々の支えによって、ようやく武蔵野市への訪問を無事に終えることが

できました。  

利賀だけではなく全国各地から集まった高学年の子供たちにとって、「武

蔵野市との交流って何だろう。」という疑問と、「今年は５０周年の記念の年

だ。」という歴史にまず驚き、それを担う重責を感じるものでした。そこで、

子供たちの意見から、セカンドスクールを体験された方や交流を始めた頃に

関わられた方々等に、当時のお話を伺うことから始めました。子供たちにと

って、学習を通して、利賀の歴史や当時の方々の願いやご尽力を学ぶととも

に、利賀のよさを再認識するよい機会ともなりました。さらに「武蔵野市に

ついては、よく分からない。」という意見から、武蔵野市教育委員会へ質問の

手紙を送付したり、それでも分からないことは「武蔵野市の図書館で調べよ

う」という意見になったりもしました。 

学習の過程や子供たちの意見を基に、「交流」「学習」の２つの側面をもっ

て実施した、武蔵野市訪問。新幹線乗り場では「やっと（武蔵野市に）行け

るって実感してきた。」と正直な想いを吐露する子もいました。「交流」「学

習」以上に「全員無事に行くことができる。」という安堵感をようやく感じることができた瞬間

だったことに気付き、担任として、申し訳なさを感じました。 

そうして楽しく過ごした３日間、子供たちにとっては「様々な場所で代表の役割がある緊張」

「みんなで武蔵野市に行くことができる喜び」「初めて見たり体験したりする楽しさ」「武蔵野市

立第二小で自分らしさを生かす挑戦」と、様々な感情を抱く機会ともなりました。 

帰りのバスの中では、「楽しかった。」「いろいろな人と仲良くできてよかった。」という感想 

や、「いろいろな人に支えられていると気付いた。」「販売体験を通して、準備ではもっと具体的

に考えておくべきだと思った。」という気付きを話していました。また、「前の自分と比べて、

みんなをまとめようという気持ちをもつことができたり、人の支えになる行動をしたりするこ

とができるようになった。」と、自分の成長を語る子もいました。 

コロナ禍において様々な制限がある中、子供たちが楽しさ、充実感、

成長、感謝の気持ちを強くもつことができた交流を支えてくださった

全ての方々に感謝しています。 

今後は、交流を続けていくためにどのように伝え、残していくかを

子供たちと考え、来年の交流へとつなげていきます。
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１０・１１月の主な行事予定 

１０  月 １１  月 

4日（火） 民謡練習（7日(金)、14日(金)） ４日（金） 避難訓練（不審者） 

５日（水） ５年校外学習（百瀬川） ８日（火） 研修会のため12:50下校 

 ６日（木） ロンレー子ども村閉村式 

（予備日13日(木)） 

11日（金） 小中ふれあいの日 

１４日

（月） 

４年校外学習（喜楽） 

17日（月） 民謡予行 １５日

（火） 

白爵かぼちゃ料理教室 

20日（木） 学習発表会「金剛祭」予行 １８日

（金） 

学習参観 

22日（土） 学習発表会「金剛祭」 

ロンレー子ども村・グラウンド遊具片付け 

２４日

（木） 

歯科検診 

 

２４日（月） 振替休業日 

１０月２２日（土）に開催する学習発表会ですが、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、昨年度同様、内容

を精選して行います。なお、ご来賓や地域の皆様には大変失礼ではございますが、入学式や運動会同様、ご来場を見合わ

せていただくことにいたします。この度の対応について、ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

８月２３日 ２学期始業式 

 今年度の重点目標「挑戦」につ

いて、「『なりたい自分』を目指し、

あきらめないで挑戦し続けよう」

というお話がありました。 

８月２３日 水泳記録会 

これまでの練習の成果を確か

めるために記録会を行いました。

一人一人が自分の記録に挑戦し、

よい結果を残しました。 

８月３０日 シェイクアウト訓練 

県民一斉防災訓練「シェイク

アウトとやま」に合わせ、地震を

想定した訓練を行いました。放

送を聞いて、すばやく机の下に

隠れることができました。 

利賀っ子アルバム 

８月２４日～ 夏休み作品展 

子供たちが夏休み中に取り組

んだ自由研究や工作等の作品が

展示されました。友達の力作に

みんな興味津々でした。 

９月９日 祖父母参観 

国語や算数で自分の考えを進

んで発表したり、音楽でリコー

ダーを演奏したりする姿を見て

いただきました。平日のお忙し

い中、ありがとうございました。 

８月３０日 お別れ式 

８月末でご退職された校務助

手の岩腰さんとのお別れの式を

しました。一輪車を直していた

だくなど、子供たちもたくさん

お世話になりました。 

利賀小学校のホームページでも学校での活動を紹介しております。 

＜お知らせ＞ 「利賀っ子アルバム」にも掲載しましたが、校務助手の岩腰秀夫さんが８月いっぱいで

ご退職されました。校舎内外の環境整備を中心に大変お世話になりました。ありがとうございました。 

南砺市教育委員会では、市内小・中・義務教育学校の特色ある教育活動について、市民の皆様に広く紹介することを目

的にプロモーションビデオを作成しました。各学校のホームページから視聴することができます。ぜひご覧ください。 



 

１日目 ８月３１日（水） 

・江戸東京たてもの園見学 

・歓迎式 

・井の頭公園散策 

２日目 ９月１日（木） 

・半日体験入学 

・アンテナショップでの販売体験 

・「武蔵野プレイス」での調べ学習 

３日目 ９月２日（金） 

・お別れ式 

・三鷹の森ジブリ美術館見学 

 

  

 

 

 

昭和４７年に利賀村の児童・生徒１５名が武蔵野市を訪問したのを機に、子供たちの相互交流が続

けられてきましたが、昨年、一昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で直接訪問しての交流は中止

となっていました。今回、感染症対策を徹底し、３年ぶり４９回目の訪問を実施することができまし

た。今年は、武蔵野交流実行委員会 会長 城岸 千秋さんを訪問団長に、南砺市教育委員会 村上 

紀道 教育部長、高田 公美 校長、腰本 真希子 教諭の４名が、５・６年生９名を引率して武蔵野市

を訪問しました。 

武蔵野市役所では、伊藤 英穂 副市長をはじめとする多くの方の出迎えを受けました。利賀の子供

たちはそのお礼として「むぎや節」を披露しました。武蔵野市立第二小学校での半日体験入学、利賀

村や南砺市の特産品の販売体験等を通して武蔵野市の人々との交流を深めました。また、江戸東京た

てもの園や井の頭公園、三鷹の森ジブリ美術館の見学や散策を通して、見聞を広めるとともに、利賀

村との違いをたくさん見付けました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都内施設見学、散策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三鷹の森ジブリ美術館】 

【武蔵野市役所での歓迎式】 

 

【江戸東京たてもの園】 

【井の頭公園】 



 

 

 

 

二小での半日体験入学 

 武蔵野市立第二小学校の５・６年生２クラスずつ、計４クラスに分かれて、半日体験入学を行い

ました。 

 交流するクラスでは、利賀小学校の子供たちが、利賀村や利賀小学校について紹介するプ

レゼンテーションを行いました。 

 また、二小の子供たちと一緒に授業を受けたり、交流したりしました。利賀小学校では経

験できない大勢の中での授業に、最初は緊張していましたが、最後には武蔵野市の子供たち

と打ちとけることができました。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

アンテナショップ「麦わら帽子」での販売体験 

 アンテナショップ「麦わら帽子」で、利賀村や南砺市の特産物の販売体験をしました。商工会か

らお借りしたお揃いの法被を着て、お店の前でお客さんの呼び込みや特産物の説明等を行い、利賀

村や南砺市のよさをＰＲしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「武蔵野プレイス」での調べ学習 

 武蔵野市にある文化施設「武蔵野プレイス」の図書館で、武 

蔵野市や利賀村との交流について調べました。学校でも総合的 

な学習の時間に調べ学習を行ってきましたが、そのときに疑問 

に思ったこと等について詳しく調べることができました。 


